
充電設備の設置も車両の購入も今がチャンス

補助金・融資のご紹介
充電設備の設置、車両の購入に利用できる各種補助金・融資があります。詳細は、下記URL・二次元コードからご確認ください。

●国の補助金

充電設備 車両
【一般社団法人次世代自動車振興センター　
CEV補助金、充電設備補助金、V2H充放電設備・外部給電器補助金】
https://www.cev-pc.or.jp/

●県の補助金
充電設備 【愛知県充電インフラ整備促進費補助金】

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/ondanka/evphvinfra-subsidy.html

車両 【愛知県先進環境対応自動車導入促進費補助金】
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/ondanka/car-subsidy.html

●名古屋市の補助金（個人（名古屋市民）向け）
車両 【名古屋市ゼロエミッション車の購入補助金】

https://www.city.nagoya.jp/shisei/keikaku/1008387/1008424/1008431/1046948.html

●名古屋市の融資（中小企業者向け）
充電設備 車両 【名古屋市環境保全・省エネルギー設備資金融資】

https://www.city.nagoya.jp/jigyou/gomi/1026075/1026230/1026231/1034653.html
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●社用車をEV・PHEVへ！
社用車をEV・PHEVにして充電設備を設置すれば、車を夜間に充電することができ、給油の手間が省けます。
非常時には車両を電源として利用ができ、災害時対応力が向上します。車両購入も補助があります。

●従業員の方も便利に！
1台の充電設備を、昼間は通勤車両用、夜間は社用車用として利用する運用も可能です。勤務中に充電ができれば、
従業員の方の利便性が向上し、自宅に充電設備がない方もEV・PHEVの購入を検討するきっかけになります。

●EV：電気自動車
●PHEV：プラグインハイブリッド自動車

充電設備の設置は、最大で充電設備費の半額・工事費の全額※を国が補助‼
車両購入は、社用車は国・県の両方が、従業員の方の私用車は国・市の両方が補助‼
※上限あり。詳細は下記ウェブサイトよりご確認をお願いします。　

県の補助もあり‼


